
 第１２号議案 

 

 

亀岡市立認定こども園条例の制定について 

 

 亀岡市立認定こども園条例を次のように制定するものとする。 

 

   令和元年１２月２日提出 

 

             亀 岡 市 長  桂 川 孝 裕 

 

 

亀岡市立認定こども園条例 

 

 （設置） 

第１条 就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推

進に関する法律（平成１８年法律第７７号。以下「法」という。）

の規定に基づき、子ども（法第２条第１項に規定する子どもをい

う。以下同じ。）に対する教育及び保育を一体的に提供するとと

もに、地域の子育て家庭に対する支援を行うため、亀岡市立認定

こども園（以下「認定こども園」という。）を設置する。 

 （認定こども園の類型) 

第２条 認定こども園の類型は、次のとおりとする。 

⑴ 幼保連携型 幼稚園と保育所とが連携して、一体的な運営を

行うことにより、認定こども園の機能を果たすもの 

⑵ 幼稚園型 幼稚園が、保育を必要とする子どものための保育

時間を確保するなど、保育所的な機能を備えることで認定こど

も園の機能を果たすもの 

⑶ 保育所型 保育所が、保育を必要とする子ども以外の子ども

も受け入れるなど、幼稚園的な機能を備えることで認定こども

園の機能を果たすもの 

 （名称、位置、類型及び定員） 
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第３条 認定こども園の名称、位置、類型及び定員は、次のとおり

とする。 

名 称 位 置 類 型 定員（人） 

１ 本梅こども園 
亀岡市本梅町井手早田垣内
１３番地の２ 

保育所型 ５０ 

２ 森の自然こども園
東本梅 

亀岡市東本梅町東大谷生子
田６９番地 

保育所型 ４０ 

 

  (事業) 

第４条 認定こども園は、次に掲げる事業を行う。 

⑴ 児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第３９条第１項に

規定する乳児又は幼児に対する保育 

⑵ 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第２３条各号に掲げ

る目標の達成に向けた教育 

⑶ 法第２条第１２項に規定する子育て支援事業のうち、地域に

おける教育及び保育に対する需要に照らし市長が必要と認める

事業 

⑷ 前３号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事業 

 （入園の資格） 

第５条 認定こども園に入園することができる者は、次の各号のい

ずれかに該当する子どもとする。 

⑴ 子ども・子育て支援法（平成２４年法律第６５号）第１９条

第１項第１号に規定する小学校就学前子ども 

⑵ 子ども・子育て支援法第１９条第１項第２号に規定する小学

校就学前子ども 

⑶ 子ども・子育て支援法第１９条第１項第３号に規定する小学

校就学前子ども 

 （保育料） 

第６条 保育料は、亀岡市特定教育・保育施設及び特定地域型保育

事業の保育料に関する条例（平成２７年亀岡市条例第１１号）の

定めるところによる。 

 （預かり保育） 

 

12-2 



第７条 市長は、認定こども園において預かり保育（当該認定こど

も園の教育課程に係る教育時間以外の時間帯における保育をいう。

以下同じ。）を行うことができる。 

２ 預かり保育を利用する子どもの保護者は、当該預かり保育に要

した費用の一部として別に規則で定める預かり保育料を納付しな

ければならない。 

 （委任） 

第８条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要

な事項は、市長が別に定める。 

 

   附 則 

 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。 

 （準備行為） 

２ この条例の施行のために必要な行為は、この条例の施行の日前

においても行うことができる。 
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亀岡市立認定こども園条例案要綱 

 

 

１ 本梅保育所及び東本梅保育所を認定こども園に移行させるため、

新たに亀岡市立認定こども園（本梅こども園及び森の自然こども

園東本梅）を設置するとともに、亀岡市立認定こども園について

必要な事項を定めること。 

 

２ この条例は、令和２年４月１日から施行すること。 
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